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介護福祉士をはじめとする介護職員は，養介護施設で生活する高齢者の日常生活を支え

る重要な専門職であり，排泄ケア，食事介助，清潔ケアが大きな日常生活援助であるとも

言われている．排泄ケアは高齢者の尊厳にもかかわる重要なケアであるが，同時に介護職

員にとってストレスや介護負担も大きいケアであるとも推測される．実際に高齢者虐待に

移行する前の「不適切なケア」は「排せつ・入浴」に関するものが多く，不適切ケアを低

減させていくことは高齢者虐待防止のためにも重要なことである．しかしながら，その介

助を実際に行っている介護職員が排泄ケアに対し，どのような思いを抱き，どう対応しな

がらケアを実施しているのか明らかにしたものはみられない．そこで，介護職員が 1 勤務

帯に関わる排泄ケアの現状と排泄ケア時に抱く思いを明らかにし，排泄ケアに関して，適

切なケアを継続するためのプロセスについて明らかにすることを目的とした．  

対象者の概要は，男性 6 人女性 7 人．年齢は 25～50 歳であった．13 人中 12 人が介護福

祉士であり，介護経験年数は 3～22 年であった．排泄ケアを行った延べ人数は，日勤帯（8

時間）中 11～30 人，夜間帯勤務（平均 10.8 時間）中では 34～51 人だった．総ケア時間に

ついては，日勤帯 13 人中 9 人が 110 分以上の時間を費やし，夜勤帯では，有効回答 12 名

中 178～455 分(平均 260 分)であった． ケア内容に関しては，日勤，夜勤とも同様の結果

であり，ケアのきっかけは定時誘導が最も多く，次いで介護士の判断であった．排泄の状

況は排尿のみがほとんどで，尿取りパッド交換と陰部清拭のケアが多くを占めた．夜間も

ほぼ介護スタッフ 1 人で実施していた． 

介護スタッフが排泄ケア実施時に抱く思いは，大きく【排泄ケアに関連した嬉しい気持

ち】【排泄ケアに関連した気に掛ける，気遣う心】【排泄ケアに関連した推測】【排泄ケアに

関連したアセスメント・介護実践】【排泄ケアに関連した忌避感】【排泄ケアに関連した介

護技術を顧みる】【排泄ケアに関連した勤務の願い】の 7 つの思いを抱くことが明らかと

なった．  

問適切なケアを継続するためのプロセスにおいては，修正版グラウンデッド・セオリー・

アプローチによる分析を行った．以下の結果はカテゴリを《 》概念を「 」で示した． 

 日々排泄ケアに携わる介護スタッフは「認知症ゆえの言動として理解して受け入れ」た

り「相手の立場で考えてみる」というように《対象者への深い理解》をもっている．日々

の排泄介助の中では「排泄ケアに伴う負の感情を自覚する」ことも多い．この負の感情に

対し，介護スタッフは「対象者を前に感情が動くのは当然のこと」として受け止めつつも

根底にある≪対象者への深い理解≫から「負の感情を自分なりに転換してバランスをとり」

「腹立たしい感情を利用者に向けてはいけないと自覚」し「負の感情を自覚したら一時的

に距離を置く」「負の感情を自覚したら一人で対応しない」「負の感情に SOS を出して互い

に分かり合う」といった対応を行って，うまく「自分の感情を発散させる方法」を見つけ

≪負の感情を自覚しコントロール≫することを行っている．反対に「排泄リズムを作り排

便があった時のよろこび」や「ケアがうまくいったときのよろこび」そして「対象者の肯

定的反応がうれしい，支えになる」といった≪ケアするよろこび≫も感じている．また「相

手の立場で考え」，自分の「ケア技術の未熟さを反省」し，「同僚，先輩から学んでいく」

「よりよいケアを目指してトライする」という≪ケア技術への向上心≫をもっている．そ

の一方で「お金を頂く仕事との意識でやっている」，「仕事と割り切り，無心でケアする」
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といった≪現実への適応≫としてケアを実施している場合もある．このような≪対象者へ

の深い理解≫を中心に≪ケアするよろこび≫を感じ≪ケア技術への向上心≫をもち，時に

は≪負の感情を自覚しコントロール≫している 3 つの状態を行き来しているのは，介護ス

タッフが単独で行き来しているわけではなく「チームの支えあいなくしてケアはできない」

というように，チームの存在が介在し，「より良いケアをチームで検討」したり「スタッフ

全員でケア技術の向上を図ることが大切」だと感じ，「次の勤務者に迷惑かけないように配

慮」したり「多職種でコミュニケーションをとるように心がける」など≪チームケアで支

えあ≫っている．そのような中で，日々実施する排泄ケアに対し「生きるうえで欠かせな

い排泄をケアすることの重要性を自覚」し「基本ギリギリまでトイレでの排泄を支えたい」

「対象者に恥ずかしい，がまんしようと思わせないケアがしたい」という≪排泄ケアに関

わる介護スタッフとしての責任感≫が生まれ，この≪排泄ケア関わる介護スタッフとして

の責任感≫と≪チームケアで支え合う≫≪対象者への深い理解≫が相互に作用して，適切

なケアを実施している．この適切なケアを実施するまでのプロセスは明らかにできたが、

どのように継続しているのかについての最終的な到達点の解明にはいたらなかった． 

題を抱えているが、何故企業は評価制度と重要の位置を置くのか、それには理由がある。

評価制度は従業員の業績を改善し、そのうえに、企業の業績を向上させる。この企業の業

績を向上させる目的を前提として、評価制度はいろいろな方面の変化が必要である。 

従業員は昇進や昇格を求めている。昇進・昇格に伴い、高い給与を得ることができる。

同時に、より大きな仕事が与えられる達成感や満足感もある。昇進や昇格を求めている同

時に各自の強み、弱みを診断し、能力向上にも支えることができる。特に近年、グローバ

ル化が浸透しつつあり、成果主義へと移行する傾向が出ている。個人が達成した結果によっ

て昇進・昇格を与えるケースもある。しかしその昇進や昇格を決めることは人事評価のひ

とつの役割である。もし評価制度に対して、従業員の不満の割合が高いとすれば、会社内

の昇進や昇格はうまく行かないであろう。 

人事評価は人を動かすための究極のマネジメント手段だと言われる。人事評価は、従業

員一人一人の能力や実績を明確に把握して、任用、給与などあらゆる人事管理の基礎とな

るものである。人事評価に基づき適切な人事管理が行われる、適切な人事配置やメリハリ

のある給与処遇の実現に資することとなる。同時に、人事評価は、従業員個人の強みを把

握して、能力開発につなげる。先行き不透明なビジネス環境の中で、持続的な成長の推進

力を得るためには、評価者は人事評価制度への理解を深めて、運用に習熟することが不可

欠である。人は人を評価する、しかし人間の主観を「ゼロ」にすることができない。した

がって、評価者は会社のルールに従い、表面的には評価する。実は今まで上司好き嫌いに

よる評価して、昔の評価制度と同じ、現状はいまだに変わりがない。不透明な評価は人の

やる気を失わせる上に、不公平感や信頼感を失うなどマイナスの感情も職場に伝播させる。

業績に影響を与えるのも時間の問題である。一方、公平な評価は人のモチベーションを高

め、さらに上のレベルを目指し、経営の安定という結果になる。公正で納得性の高い評価

が存在すれば、社員のモチベーションも維持し続けることができるである。 

ここまで見てきたような人事評価の重要性と評価制度の問題をすると、その問題にたい

して、どのような改善すれば、人事考課制度はより健全できるかは課題である。人事考課 
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